
新
時
代
に
発
進
す
る
和
歌
山
産
業
界

　
和
歌
山
県
の
振
興
に
と
っ
て
、
地
元
の
産
業
界
と
大
学
の
担
う
役
割
は
大
き
い
。

両
者
は
こ
れ
ま
で
も
独
自
に
活
動
を
行
う
一
方
で
、
産
学
連
携
の
進
新
な
ど
で
新
た

な
市
場
を
生
み
出
し
て
き
た
。
特
に
最
近
は
産
業
以
外
に
観
光
な
ど
を
含
む
広
い
分

野
で
産
学
連
携
が
加
速
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
夏
場
の
電
力
不
足
な

ど
懸
念
材
料
が
増
す
中
で
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
産
業
界
と
大
学
が
打
つ
次

の
一
手
は
何
か
。
両
者
の
今
後
の
展
開
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

企業との交流事業にも
取り組んでいる産学連
携・研究支援センター

関西の次世代産業集積地帯
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細江美則会長和歌山県経営者協会
起
業
家
育
成
に
力
人
材
流
出
防
ぐ
環
境
整
備
も

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
核
に
関
係
強
化
目
指
す
和
歌
山
大

進
む
産
学
連
携
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和
歌
山
県
経
営
者
協
会

和
経
協
、
和
歌
山
市

は

１
９
４
７
年
９
月
に
発
足
し

た
。
県
内
企
業
約
４
０
０
社

が
加
盟
し
、
人
事
労
務
問
題

へ
の
取
り
組
み
や
地
元
企
業

の
活
性
化
な
ど
の
活
動
を
展

開
す
る
。
和
歌
山
県
を
代
表

す
る
経
済
団
体
と
し
て
和
経

協
は
現
在
の
景
況
を
ど
う
分

析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
振

興
策
を
展
開
す
る
の
か
。
細

江
美
則
会
長

太
洋
工
業
社

長

に
考
え
を
聞
い
た
。

　
―
東
日
本
大
震
災
の
影
響

を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「

年
秋
に
発
生
し
た
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
よ

う
や
く
立
ち
直
り
、
ア
ジ
ア

な
ど
の
新
興
国
向
け
輸
出
の

増
加
も
あ
っ
て
、
景
気
は
一

時
的
に
回
復
基
調
だ
っ
た
。

し
か
し
東
日
本
大
震
災
の
発

生
に
伴
い
、
原
材
料
部
品
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

供
給

網

の
寸
断
に
よ
る
減
産
、

原
発
事
故
に
よ
る
全
国
的
な

電
力
供
給
の
問
題
な
ど
懸
念

材
料
が
目
立
つ
。
円
高
や
株

安
、
原
油
高
も
あ
っ
て
景
気

の
先
行
き
は
不
透
明
だ
」

　
―
和
歌
山
県
企
業
の
影
響

に
つ
い
て
は
。

　
「
和
経
協
で
も
震
災
に
つ

い
て
会
員
企
業
向
け
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
３
月

下
旬
の
時
点
で

被
害
や
何

ら
か
の
影
響
を
受
け
た

と

回
答
し
た
事
業
所
数
は
全
体

の
約
半
数
。
さ
ら
に
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
緊
急
時
事
業
存

続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定

を
検
討
す
る
企
業
が
全
体
の

約

％
に
の
ぼ
っ
た
。
回
答

か
ら
は
自
然
災
害
に
対
す
る

危
機
意
識
が
見
て
取
れ
る
」

　
―
和
歌
山
県
の
経
済
活
性

化
に
必
要
な
こ
と
は
。

　
「
和
歌
山
県
は
鉄
鋼
・
化

学
と
い
っ
た
基
礎
素
材
型
産

業
と
、
繊
維
関
連
や
機
械
金

属
な
ど
の
地
場
産
業
か
ら
成

る
。
基
礎
素
材
型
産
業
が
県

の
経
済
を
け
ん
引
す
る
一
方

で
、
全
国
シ
ェ
ア
の
高
い
製

品
を
生
産
す
る
地
場
企
業
も

少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
県
の

活
性
化
に
は
二
つ
の
産
業
グ

ル
ー
プ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
相
乗
効
果
を
生
む
こ
と

が
必
要
だ
。
海
外
に
向
け
た

販
路
開
拓
や
、
技
術
力
強
化

も
県
内
産
業
の
振
興
に
不
可

欠
と
考
え
る
」

　
―
県
が
進
め
る
企
業
誘
致

を
ど
う
み
て
い
ま
す
か
。

　
「
県
の
人
口
は

年
の
約

１
０
９
万
人
が
ピ
ー
ク
で
、

年
１
月
に
推
計
で
１
０
０

万
人
を
切
っ
た
。
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
を
抑
え
る
た
め

に
も
、
企
業
誘
致
の
拡
大
に

期
待
し
た
い
。
県
は
京
奈
和

自
動
車
道
沿
い
に
位
置
す
る

紀
北
橋
本
エ
コ
ヒ
ル
ズ

橋

本
市

を
は
じ
め
、
高
速
道

路
に
近
い
場
所
で
工
業
団
地

を
提
供
し
て
い
る
。
関
西
国

際
空
港
の
近
接
メ
リ
ッ
ト
の

ア
ピ
ー
ル
で
企
業
が
さ
ら
に

進
出
す
れ
ば
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
は
ず
だ
」

　
―
和
経
協
が
進
め
る
地
域

産
業
振
興
策
は
。

　
「
次
世
代
経
営
者
の
発
掘

・
育
成
が
重
要
と
の
視
点
か

ら
、
起
業
家
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

年
に
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
大
賞
制
度
を

創
設
。
新
製
品
開
発
や
市
場

開
拓
に
挑
戦
す
る
企
業
や
経

営
者
の
発
掘
に
努
め
て
い

る
。
雇
用
促
進
も
重
要
な
テ

ー
マ
の
一
つ
。
和
経
協
で
は

優
秀
な
人
材
の
流
出
を
防
ぐ

た
め
、
地
元
有
力
企
業
の
紹

介
を
通
じ
て
県
内
に
と
ど
め

る
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」

　
和
歌
山
大
学
は
、
地
元
企

業
と
の
産
学
連
携
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
同
大
学
は

年

に
シ
ス
テ
ム

工
学
部
を
開

設
。

年
に

は
連
携
の
推

進
役
を
担
う
地
域
共
同
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
民

間
企
業
と
の
共
同
研
究
も
増

加
傾
向
を
強
め
て
お
り
、

年
度
の
８
８
６
４
件
か
ら

年
度
に
は
１
万
４
７
７
９
件

ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　

年
７
月
に
は
地
域
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
を
改
組
し
、

産
学
連
携
・
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

た
。
改
組
後
は
産
学
官
交
流

会
も
実
施
し
、

年
度
は
県

内
企
業
を
招
い
た
大
学
見
学

ツ
ア
ー
な
ど
を
開
催
。

年

度
も
地
元
企
業
を
対
象
と
し

た
情
報
通
信
技
術
の
研
究
紹

介
を
６
月

日
に
フ
ォ
ル
テ

ワ
ジ
マ

和
歌
山
市

で
行

い
、
地
元
企
業
と
の
交
流
推

進
に
取
り
組
む
。

　
今
後
、
和
歌
山

大
で
は
ロ
ボ
ッ
ト

研
究
を
核
に
産
学

の
関
係
強
化
を
目

指
す
方
針
。
八
木

栄
一
産
学
連
携
・

研
究
支
援
セ
ン
タ

ー
長
は
「
大
学
と

県
内
の
中
小
企
業

が
結
集
し
て
取
り

組
め
ば
、
産
業
振

興
に
つ
な
が
る
は

ず
」
と
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。


